
『パントマイム「上品」』 

上演台本集／劇団だるい 006「秋涙」 
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パントマイム「上品」 

構成：佐溝貴史 

 

上品な音楽が流れる 

「」内はプロジェクターに映る文字 

それに合わせて、マイムをする。 

 

明転 

 

「ボリュームの調節」 

 

「2 個のボリュームの調節（じっくり目で確認しながら）」 

 

「キャッチャーフライを目で追うキャッチャー」 

 

「ミットを二個もったキャッチャー」 

 

「自分に気合入れを厳しくできない人」 

 

「コップの底に氷が張りついてしまってなかなか取れないとき」 

 

「券売機からおつりが出てこないので、覗くが結局呼び出しボタンを押す」 

 

「正座してなにかものをもらう人（遠慮深い日本人編）」 

 

「床から 10 ㎝位の高さにある肉まんを寝ころびながらとろうとするが、 

なかなか取れないので、結局口で食べちゃう人」 

 

暗転 

 

 


